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● 第 回調査研究実行委員会

1．日 時 平成 27 年 11 月 17 日（火）16 時～18 時 15 分 
2．場 所 ステーションコンファレンス東京 6 階 605C 
3．出席者 大輪・丸山・関・勝浦・高橋・佐藤各委員 

（陪席：文部科学省高等教育局専門教育課 辻課長補佐・草田係員、堀内教育企画課長、佐瀬

工学系事務センター長） 
4．議事 
（１） 委員長の選出について

（２） 大学向けアンケートについて

（３） 企業向けアンケートについて

勝浦特任教授から、資料 1、資料 3 及び資料 4 に基づき、企業向けアンケートについて説明の後、

意見交換を行った。意見交換の主な内容は以下のとおりである。 
・企業向けアンケートは、誰宛に送付するのか。文系の人事では分からない内容なので、例えば技術

部長とか専門知識のある方に回してもらう工夫が必要である。

・問 1－3 の「外国人工学系人材の採用について」では、何か条件を付けなければ、答えにくいので

はないか。海外の子会社で採用している場合もあるし、国内で採用して海外に配置している場合も

ある。

・「国内の職場」での採用に限定にする一文を入れてはどうか。 
・今の企業はかつてほど社内教育が出来なくなっている。大学の教員を呼んで講義してもらう、とい

うのはなくなっている。また、社内の講師による講義もそれほど行っていない。そもそも講師がい

ない。

・最近の企業は修士を採る会社が多い。それは何を期待して修士を採るのか、また博士を採らない理

由は何か、問 2－1 の質問で分かるかもしれない。また、博士で学生が身に付けているものと企業

が期待しているものの違いが分かる。

・問 2－1 の「文系分野を含む幅広い一般教養」は漠然としていてイメージが伝わらない。

・「一般教養」というと科目の教養のイメージで狭い範囲になってしまうので、「一般」を取った方が

良い。 
・問 4－1 の「大学教員の企業への転職」は、「大学教員の企業への採用」にした方が良い。

・問 6－1 の「技術革新、グローバル化に対応した人材」のところには、一般的な能力だけ書かれて

いて、基礎的な知識とか高度な専門性といった項目がないので入れた方が良い。

・「電気・電子分野」専門科目の 12）の増幅回路や発振回路のところは、アナログ回路と理解して良

いか。 
→アナログ回路である。加筆する。

（４） その他

・アンケート案は、本日欠席した本委員会委員に送付し、意見を伺う。併せて、理工系プロフェッシ

ョナル教育推進委託事業委員会委員にも意見を伺う。

・海外調査、国内調査の実施計画があり、海外の候補はアメリカのオーリン工科大学やドイツの大学、

国内は金沢工業大学を考えているが、先進的な取組みや産学連携の視点で参考となる大学があれば

教えて欲しい。 
・アンケートは非常に幅広い大学に配布されるが、何か分類した形で回答されるのか。
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→規模によっての違い、国・公・私立の違い、総合大学と理工系大学の違い、都市部と地方の違

いなどがあるかもしれない。 
・次回の実行委員会は 2 月に開催しアンケート結果について議論していただき、2 月末に開催予定の

シンポジウムの意見を踏まえて報告書をまとめたい。 
 

以上 
 

● 第 回調査研究実行委員会

1．日 時 平成 28 年 2 月 19 日（金）15 時 30 分～17 時 40 分 
2．場 所 ステーションコンファレンス東京 4 階 402A＋B 
3．出席者 関委員長、大輪・工藤・丸山・宮里・養王田・渡邉・勝浦・高橋・塩田・佐藤各委員 

（陪席：文部科学省高等教育局専門教育課 草田係員、堀内教育企画課長、佐瀬工学系事務セ

ンター長） 
4．議事 
（１） アンケート調査結果速報について 

勝浦特任教授から、資料 1 に基づき、アンケート調査結果速報について説明の後、意見交換を行っ

た。意見交換の主な内容は以下のとおりである。 
・企業の求めている教養の定義が知識に近いものなのか、またはコミュニケーションとかチームワー

クなどの人間的スキルなのか不明確である。 
・企業では博士課程修了者を研究所以外で採用する際、年齢に見合った常識や経済などの知識、それ

らを含めた教養を求めているのではないか。 
・今の学生たちには社会常識と言われるものがやや欠けている。しかしそれを指摘しアドバイスする

教員が少ない。 
・アンケート結果によると、企業側と大学側のどちらも、あまり経験を重視していないように思える。

しかし経験があるということは学生にとって自信に繋がることであり、日本全体として経験を重視

する方向に向けていく努力が必要である。 
・教養と学術発表は、大学と企業で理解が異なっているので、理由を考える必要がある。 
・建築分野では、学外経験のある学生は就職率が非常に高く優良企業に採用されるが、今回のアンケ

ートでは経験の重視度が低い。 
・企業の語学への期待度が低い。大学としては国際性を非常に重要視しているが、企業としては外国

人採用への意向も低く、あまり必要としていない可能性がある。 
・乖離を単に縮めるために大学が何をするべきかだけでなく、企業にも他のやり方を促す視点も必要

である。 
・数学基礎について、大学の重視度と企業の期待度に大きな差異がある。大学側は専門科目を学ぶ上

で、基礎を理解していなければ専門が分からないという位置づけで高い重要度にしていて、一方企

業側は基礎を活かす場はあまりなく、それよりも上の専門的な知識を実際に活用することが多いの

で、基礎への期待度が低いのではないか。 
・実態は、企業側も基礎数学を重視していないとは思えない。最近では性能の高いソフトなどが導入

され、昔のように初めの方程式から立てる必要がなくなった。企業で実際に使っているツールの変

化という側面もある。 
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・大学の限られた時間の中で、何と何を育成するかというのがこのプロジェクトにおける重要なテー

マであると考える。個々の学習能力や性格、様々な学生に対応する教育を行うことが理想だが、大

学で完全に個別に教育するということは不可能であることから、平均値を出して教育を行うことも

考えられる。その場合、企業の現場における変化にも対応するべきである。 
・日本の中の科学技術の層の中で、どういった層をどれぐらい作るかというところの定量的な議論を

行うべきである。全員同じプロフェッショナルを作るというロジックではなく、階層化された議論

を行うべきである。 
・産学連携に関して、大学に比べ企業側の期待度が低いように見えるのは、産学連携に回す余力のな

い中小企業にも調査をかけているからではないかと考えられる。規模別で見れば、また違う結果に

なるのではないか。 
・国による人材育成への力の入れ方が衰えている。資源のない日本が勝ち抜くためには人材しかない。 
・最近の社会人博士課程学生は、通常の博士課程学生よりも能力が低い人材が多い。企業の人材育成

力が下がってきているのではないか。 
・企業の基礎研究に対する重視度が下がり、基礎研究所に力を入れない企業が増えている。また、生

産部隊を国外に作っている企業が多く、技術などがうまく伝承しない現状が現れつつあるのではな

いか。 
・大学教員の企業への転職が少なすぎる。期限付きでも数年間、特に中小企業に入り活気付けるとい

うことが必要ではないか。 
・大学教員の企業への転職について、企業の規模が小さくなるほど難しくなる。余裕のある大企業は

大学の研究の延長上として付き合えるが、余裕のない中小企業では必ず売れる商品を開発していか

なければならない重圧がある。ここに大学と企業とのアントレプレナーシップ、起業家精神のギャ

ップがある。大学と企業のお互いの擦り寄りが必要ではないか。 
・企業の倫理観に対する評価が低いことに対し、大学としては重要であると認識している。企業側と

話し合う中で、そう問いかけていかなければならない。 
・企業で何か倫理的な問題が起こったとき、類型的なパターンとして社長などの管理者が謝罪会見を

開くことが多いが、そうではなく技術責任者が出てくるべきである。技術者が、自らの下した決定

に対して自身に責任が及ぶという意識を持たなければならない。 
・日本には技術力はある。問題は経営能力や、グローバル社会で生き抜く力である。 
・国際的に見て、日本の学生はレベルが高くて平均的である。基礎能力や専門性、倫理観も備わって

いる。故に必要性を感じる企業が少なく、低い評価になっているのではないか。 
・アジアから日本に優秀な学生が来るのは、日本ブランドを意識しているからである。デザインなど

の総合的な力を日本ブランドとして、それを意識したエンジニアリング教育に持っていくというこ

とを議論すると面白い。 
（２） シンポジウムについて 

勝浦特任教授から、資料 2‐1、資料 2‐2 及び資料 2‐3 に基づき、シンポジウムについて説明が

あり、佐藤副研究科長からグループワークの論点について説明の後、意見交換を行った。意見交換の

主な内容は以下のとおりである。 
・グループワークでは 3 つぐらいのテーマを設定して、5、6 人のメンバーで自由に意見交換を行い、

パワーポイントのメモを作成する。 
・アンケートでは、企業と大学とでは違う考えの部分があるので、討議により、ミスマッチに見える

部分が事実なのかを探る。 
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・企業が求めているのは、現在の高度な専門性・基礎知識を維持した上でコミュニケーション能力や

起業家精神を養う教育である。そのために、教育の PDCA や、アクティブ・ラーニングなどを強化

していくことを重視し、その中でいかに効率的に一遍に全部出来るのかが議論になるのではないか。 
・自由記述では基礎学力の向上についての回答が多かった。統計と多少のズレがあることを意識して

報告書に反映して欲しい。 
・大学と企業が目指しているものはベクトルが違う。大学の目指しているものは学問であり、企業が

欲しがっているのは実技である。 
・日本に足りないのは最先端のイノベーションである。1 パーセントの天才を作る教育が今の日本の

教育システムでは出来ない。新しい教育システムの創造についての議論も必要である。 
・音楽へのプロテクト技術に代表されるように、日本ではコンプライアンスを遵守している企業が多

い。しかし統計では倫理観を非常に低く見ている結果が出ており、そのギャップは議論すべき点で

ある。 
・トップエリートや上位層のレベルの人材も必要だが、それより下の層がどういう技術レベルを維持

する必要があるのか議論する必要がある。その層が崩れ出せば、上位層のレベルに関係なくものづ

くりが出来なくなるのではないか。 
（３） 海外調査・国内調査について 

勝浦特任教授から、資料 3 に基づき、ドイツでの海外調査について報告があり、併せて 3 月に実施

する国内調査（新潟大学・金沢工業大学）について説明があった。 
（４） 今後の事業日程について 

勝浦特任教授から、資料 4 に基づき、今後の事業日程について説明があった。 
 

以上 
 
 

● 第 回調査研究実行委員会（開催予定）

1．日 時 平成 28 年 3 月 24 日（金）16 時 00 分～18 時 00 分 
2．場 所 ステーションコンファレンス東京  
3．出席者 関委員長、大輪・工藤・丸山・養王田・渡邉・勝浦・高橋・塩田・佐藤・武居各委員 

（陪席：文部科学省高等教育局専門教育課 草田係員、堀内教育企画課長、佐瀬工学系事務セ

ンター長） 
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● 第 回調査研究実行委員会幹事会

1．日 時 平成 27 年 10 月 13 日（火）14 時 30 分～16 時 00 分 
2．場 所 工学研究科長室 
3．出席者 関研究科長、勝浦名誉教授、岩永・高橋・塩田・佐藤・武居各副研究科長（陪席：佐瀬工学

系事務センター長、園部総務室長、佐藤経営・研究支援室長、高橋総務係長、蓮潟人事・

労務係長） 
4．議 題 
（1）今後の進め方について 

理工系プロフェッショナル教育推進委託事業の今後の進め方について意見交換を行った。 

● 第 回調査研究実行委員会幹事会

1．日 時 平成 27 年 10 月 15 日（木）18 時 00 分～18 時 50 分 
2．場 所 工学研究科長室 
3．出席者 関研究科長、高橋・塩田・武居各副研究科長 

（陪席：佐瀬工学系事務センター長、園部総務室長、佐藤経営・研究支援室長、高橋総

務係長、蓮潟人事・労務係長） 
4．議 題 
（1）今後の進め方について 

理工系プロフェッショナル教育推進委託事業の今後の進め方について意見交換を行った。 

● 第 回調査研究実行委員会幹事会

1．日 時 平成 27 年 10 月 21 日（水）17 時 00 分～18 時 30 分 
2．場 所 工学研究科長室 
3．出席者 関研究科長、勝浦特任教授、岩永・高橋・塩田・佐藤・武居各副研究科長 

（陪席：佐瀬工学系事務センター長、園部総務室長、佐藤経営・研究支援室長、高橋総務

係長、蓮潟人事・労務係長、黄特任研究員、中川事務補佐員） 
4．議 題 
（1）アンケート内容の基本方針について 

理工系プロフェッショナル教育推進委託事業のアンケート内容の基本方針について意見交換を行

った。 

資料2)　調査研究実行委員会幹事会
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● 第 回調査研究実行委員会幹事会

1．日 時 平成 27 年 10 月 26 日（月）16 時 30 分～19 時 15 分 
2．場 所 工学研究科長室 
3．出席者 関研究科長、勝浦特任教授、岩永・高橋・塩田・武居各副研究科長 

（陪席：堀内教育企画課長、佐瀬工学系事務センター長、園部総務室長、佐藤経営・研

究支援室長、高橋総務係長、蓮潟人事・労務係長、黄特任研究員、鈴木・中川事務補佐

員） 
4．議 題 
（1）アンケートの内容について 

理工系プロフェッショナル教育推進委託事業のアンケートの内容について意見交換を行った。 
 
 

● 第 回調査研究実行委員会幹事会

1．日 時 平成 27 年 11 月 4 日（水）17 時 30 分～18 時 40 分 
2．場 所 工学研究科長室 
3．出席者 関研究科長、勝浦特任教授、岩永・高橋・佐藤・塩田・武居各副研究科長 

（陪席：佐瀬工学系事務センター長、園部総務室長、佐藤経営・研究支援室長、高橋総

務係長、蓮潟人事・労務係長、黄特任研究員、鈴木・中川事務補佐員） 
4．議 題 
（1）アンケート案及び調査研究実行委員会委員の選出について 

理工系プロフェッショナル教育推進委託事業のアンケート案及び調査研究実行委員会委員の選

出について意見交換を行った。 
 
 

● 第 回調査研究実行委員会幹事会 

1．日 時 平成 27 年 11 月 9 日（月）17 時 30 分～19 時 
2．場 所 工学研究科長室 
3．出席者 関研究科長、勝浦特任教授、岩永・高橋・佐藤・塩田各副研究科長 

（陪席：佐瀬工学系事務センター長、佐藤経営・研究支援室長、高橋総務係長、黄特任

研究員、若林特任研究員、鈴木・中川事務補佐員） 
4．議 題 
（1）アンケート送付先とアンケート案について 

理工系プロフェッショナル教育推進委託事業のアンケート送付先とアンケート案について意見

交換を行った。 
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● 第 回調査研究実行委員会幹事会

1．日 時 平成 27 年 11 月 13 日（金）16 時 30 分～18 時 40 分 
2．場 所 工学研究科長室 
3．出席者 関研究科長、勝浦特任教授、岩永・高橋・佐藤・塩田各副研究科長 

（陪席：園部総務室長、佐藤経営・研究支援室長、高橋総務係長、蓮潟人事・労務係長、

黄特任研究員、若林特任研究員、鈴木・中川事務補佐員） 
4．議 題 
（1）アンケート案について 

理工系プロフェッショナル教育推進委託事業のアンケート案について意見交換を行った。 
 
 

● 第 回調査研究実行委員会幹事会

1．日 時 平成 27 年 11 月 30 日（月）19 時 20 分～20 時 45 分 
2．場 所 工学研究科長室 
3．出席者 関研究科長、勝浦特任教授、岩永・高橋・佐藤・塩田各副研究科長 

（陪席：園部総務室長、佐藤経営・研究支援室長、高橋総務係長、蓮潟人事・労務係長、

若林・黄特任研究員、鈴木・中川事務補佐員） 
4．議 題 
（1）アンケート案について 

アンケート案について意見交換を行った。 
（2）海外調査について 

海外調査について意見交換を行った。 
 
 

● 第 回調査研究実行委員会幹事会 

1．日 時 平成 27 年 12 月 8 日（火）18 時～19 時 
2．場 所 工学研究科長室 
3．出席者 関研究科長、勝浦特任教授、岩永・高橋・佐藤・塩田各副研究科長 

（陪席：佐瀬工学系事務センター長、園部総務室長、佐藤経営・研究支援室長、蓮潟人

事・労務係長、若林・黄特任研究員、中川事務補佐員） 
4．議 題 
（1）大学向けアンケートの入稿について 

勝浦特任教授から、大学向けアンケートの入稿について説明があった。 
（2）企業向けアンケートについて 

勝浦特任教授から、企業向けアンケートについて説明があった。 
（3）第二回調査研究実行委員会について 

勝浦特任教授から、第二回調査研究実行委員会について説明があり、意見交換を行った。 
（4）シンポジウムについて 

勝浦特任教授から、シンポジウムについて説明があり、意見交換を行った。 
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（5）海外・国内調査について 
勝浦特任教授から、海外・国内調査について説明があり、意見交換を行った。 

 
 
● 第 回調査研究実行委員会幹事会 

1．日 時 平成 28 年 1 月 19 日（火）15 時 30 分～17 時 
2．場 所 工学研究科長室 
3．出席者 関研究科長、勝浦特任教授、高橋・塩田・佐藤・武居各副研究科長 

（陪席：佐瀬工学系事務センター長、園部総務室長、佐藤経営・研究支援室長、高橋総

務係長、若林・黄特任研究員、鈴木・中川事務補佐員） 
4．議 題 
（1）全体スケジュール確認について 

勝浦特任教授から、今後の全体スケジュールについて説明があり、アンケートの集計・分析予定

と会議等の日程を確認した。 
（2）アンケート進捗状況について 

勝浦特任教授から、アンケート進捗状況について説明があった。 
（3）シンポジウムについて 

①講演者について 
勝浦特任教授から、シンポジウムのプログラム案と参加予定者について説明の後、講演者につ

いて意見交換を行った。 
②概算要求を見据えた主要な論点について 

勝浦特任教授から、これまでの「理工系プロフェッショナル教育推進委託事業」に関係する会

議等の主要な論点について説明の後、シンポジウムで議論する予定の概算要求を見据えた主要な

論点について意見交換を行った。 
（4）第 2 回調査研究実行委員会について 

勝浦特任教授から、第 2 回調査研究実行委員会の出席者と議題案について説明があり、意見交換

を行った。 
（5）海外・国内調査について 

海外・国内調査について意見交換を行った。 
 
 

● 第 回調査研究実行委員会幹事会 

1．日 時 平成 28 年 2 月 18 日（木）16 時 25 分～18 時 
2．場 所 工学研究科長室 
3．出席者 関研究科長、勝浦特任教授、岩永・高橋・塩田・佐藤・武居各副研究科長 

（陪席：佐瀬工学系事務センター長、園部総務室長、佐藤経営・研究支援室長、高橋総

務係長、蓮潟人事・労務係長、若林・黄特任研究員、中川事務補佐員） 
4．議 題 
（1）アンケート調査結果速報について 

勝浦特任教授から、アンケート調査結果速報についての説明があり、意見交換を行った。 
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（2）第二回実行委員会について 
勝浦特任教授から、資料 2 に基づき、第二回実行委員会について説明があり、意見交換を行った。 

（3）シンポジウムについて 
勝浦特任教授から、シンポジウムのプログラム案と参加予定者について説明の後、グループワー

クにて議論すべき内容について意見交換を行った。 
（4）国内調査について 

勝浦特任教授から、国内調査について説明があり、意見交換を行った。 
5．報告事項 
（1）海外調査（ドイツ）について 

武居副研究科長から、海外調査（ドイツ）について報告があった。 
 
 

● 第 回調査研究実行委員会幹事会

1．日 時 平成 28 年 3 月 7 日（月）13 時～13 時 45 分 
2．場 所 工学研究科長室 
3．出席者 関研究科長、勝浦特任教授、岩永・高橋・塩田・佐藤・武居各副研究科長 

（陪席：佐瀬工学系事務センター長、園部総務室長、佐藤経営・研究支援室長、高橋総

務係長、黄特任研究員、鈴木・中川事務補佐員） 
4．議 題 
（1）報告書について 

勝浦特任教授から、報告書の項目及び執筆担当について説明があり、意見交換を行った。 
（2）シンポジウムグループワーク論点のまとめについて 

勝浦特任教授から、シンポジウムで行われたグループワークでの論点のまとめについて説明があ

り、意見交換を行った。 
（3）国内調査について 

勝浦特任教授から、国内調査について説明があった。 
（4）第 3 回実行委員会について 

勝浦特任教授から、第 3 回調査研究実行委員会について説明があり、意見交換を行った。 
 
 

● 第 回調査研究実行委員会幹事会 

1．日 時 平成 28 年 3 月 17 日（月）8 時 45 分～9 時 40 分 
2．場 所 工学研究科長室 
3．出席者 関研究科長、勝浦特任教授、岩永・高橋・佐藤・武居各副研究科長 

（陪席：佐瀬工学系事務センター長、園部総務室長、佐藤経営・研究支援室長、若林・

黄特任研究員、鈴木・中川事務補佐員） 
4．議 題 
（1）報告書について 

勝浦特任教授から、報告書の内容について説明があり、意見交換を行った。
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● 第 回理工系プロフェッショナル教育推進委託事業 連絡調整会議

○日時：平成 年 月 日（火） 〜

○場所：文部科学省（ 階） 会議室

○出席者：

（文部科学省）土生木専門教育課視学官、辻同課課長補佐 外 名

（東京農工大学）酒井農学博士、藤井准教授

（千葉大学）関研究科長、高橋副研究科長、佐藤副研究科長

○議事：両大学のアンケート調査の概要を説明

文部科学省主導での意見交換

● 第 回理工系プロフェッショナル教育推進委託事業 連絡調整会議

○日時：平成 年 月 日（火） 〜

○場所：文部科学省（ 階） 会議室

○出席者：

（文部科学省）土生木専門教育課視学官、辻同課課長補佐 外 名

（東京農工大学）酒井農学博士、藤井准教授

（千葉大学）関研究科長、勝浦特任教授

○議事：文部科学省より、委託事業委員会の紹介

調査票作成の進捗報告

調査票内容の調整についての意見交換

● 第 回理工系プロフェッショナル教育推進委託事業 連絡調整会議

○日時：平成 年 月 日（火） 〜

○場所：文部科学省高等教育局会議室（ 階東側）

○出席者：

（理工系プロフェッショナル教育推進委託事業委員会）

穴澤 一般社団法人バイオインダストリー協会先端技術開発部長

石原 中部大学副学長

岸本 東京工業大学大学院理工学研究科工学系長・工学部長

剣持 公益社団法人日本工学教育協会専務理事

（文部科学省）北山高等教育局専門教育課長、土生木同課視学官

（東京農工大学）酒井農学博士、藤井准教授、大阪教育企画課長、南教育企画係長

（千葉大学）関研究科長、勝浦特任教授

○議事：理工系プロフェッショナル教育推進委託事業委員会委員長に岸本委員を選出

調査研究の中間報告

理工系プロフェッショナル教育推進委託事業をまとめるにあたっての意見交換

資料3)　連絡調整会議
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